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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第２四半期
連結累計期間

第34期
第２四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 11,681,402 12,370,012 23,216,645

経常利益（千円） 130,001 259,639 435,488

四半期（当期）純利益（千円） 156,658 197,551 339,013

四半期包括利益または包括利益

（千円）
138,492 182,532 339,470

純資産額（千円） 2,918,483 3,288,533 3,119,424

総資産額（千円） 11,477,285 11,654,338 11,067,288

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
17.74 22.37 38.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 25.4 28.2 28.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
576,597 444,411 1,453,793

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△288,187 △333,069 △51,918

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
453,196 78,793 △459,740

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
2,836,684 3,231,190 3,050,063

　

回次
第33期
第２四半期
連結会計期間

第34期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 19.45 19.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、平成24年６月15日付で、当社の筆頭株主である㈱グルメ杵屋が所有する当社株式の一部が、㈱神明に譲渡さ

れ、平成24年６月19日付で、大量保有報告書が提出されております。

この株式譲渡に伴い、㈱グルメ杵屋が筆頭株主でなくなり、新たに㈱神明が筆頭株主となりました。

また、㈱神明がその他の関係会社となり、㈱グルメ杵屋はその他の関係会社ではなくなりました。　
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第２【事業の状況】
　

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

フランチャイズ契約

Me Concept Company Limotedと平成24年９月５日にタイにおける寿司レストラン展開のフランチャイズ契約を

締結しております。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に緩やかな回復傾向も見ら

れましたが、海外経済の減速、円高の影響等から個人消費を含めた停滞感もあり、なお先行き不透明な状況が続いて

おります。

外食産業におきましては、お客様の節約・低価格志向が依然強く、加えて業界内の競争・競合の激化や食材価格

の高騰等により経営環境が益々厳しくなっております。

このような状況の中で当社グループといたしましては業界最先端企業を目指し、「鮮度と笑顔」をキーワード

に、他社との差異化を図り、より一層の接客サービスの向上に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高123億７千万円（前年同期比5.9％増）、営業利益３億円

（前年同期比156.0％増）、経常利益２億５千９百万円（前年同期比99.7％増）、四半期純利益１億９千７百万円

（前年同期比26.1％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（レストラン事業）

レストラン事業におきましては、既存店の来店客数増加を維持し、客単価アップを図るとともに、店舗収益力を強

化するため、各種営業政策を実施してまいりました。

店舗展開につきましては、前連結会計年度と同様に「魚べい」に経営資源を集中し、「すしおんど」から「魚べ

い」への業態転換を推進いたしました。

当第２四半期連結累計期間におきましては、新設店４店舗を出店し、不採算店等６店舗を退店したことにより、総

店舗数は163店舗となりました。また、改装等につきましては業態転換を含め11店舗を実施いたしました。

この結果、レストラン事業の業績は、売上高118億１千２百万円（前年同期比6.1％増）、セグメント利益２億２千

７百万円（前年同期比505.2％増）となりました。

（フランチャイズ事業）

フランチャイズ事業におきましては、フランチャイズ先との良好な関係維持と新規出店の促進を図るため、派遣

指導等を充実するとともに季節メニューの紹介や食材の販売強化に取り組んでまいりました。

店舗展開につきましては、香港に４店舗を出店し、また、香港で１店舗閉店したことにより、総店舗数は62店舗と

なりました。

この結果、フランチャイズ事業の業績は、売上高５億８千６百万円（前年同期比1.8％増）、セグメント利益１億

６千４百万円（前年同期比30.9％増）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

１億８千１百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には32億３千１百万円となりました。各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、４億４千４百万円（前年同四半期は５億７千６百万円）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益２億３千６百万円、減価償却費３億４千９百万円による増加があった一方で、仕入

債務の増減額１億１千万円による減少があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、３億３千３百万円（前年同四半期は２億８千８百万円）となりました。これは

主に、店舗の新設等による支出３億９千７百万円があった一方で、差入保証金等の回収９千１百万円があったこと

等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、７千８百万円（前年同四半期は４億５千３百万円）となりました。これは主に、

長期借入10億円を行った一方で、長期借入金の約定返済７億５千８百万円を行ったこと等によるものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

　１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 8,882,908 同左
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 8,882,908 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

－ 8,882 － 1,151,528 － 1,344,671
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱神明 兵庫県神戸市中央区栄町通６－１－21 2,500 28.14

㈱グルメ杵屋 大阪府大阪市住之江区北加賀屋３－４－７ 500 5.62

㈱足利銀行 栃木県宇都宮市桜４－１－25 402 4.52

元気寿司取引先持株会 栃木県宇都宮市大通り２－１－５ 386 4.34

日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１－８－11 93 1.05

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区丸の内１－２－１ 88 0.99

遠藤食品㈱ 栃木県佐野市下彦間町697 67 0.75

元気寿司従業員持株会 栃木県宇都宮市大通り２－１－５ 64 0.73

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 59 0.66

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１－４－５ 54 0.61

計 － 4,216 47.46

（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）　　　　　92千株

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）    　　　　　59千株
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 52,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,812,600 88,126 －

単元未満株式 普通株式 17,908 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  8,882,908 － －

総株主の議決権  － 88,126 －

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

元気寿司株式会社
栃木県宇都宮市大通

り２－１－５
52,400 － 52,400 0.59

計 － 52,400 － 52,400 0.59

２【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

 8/19



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、桜橋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,050,063 3,231,190

売掛金 142,589 155,642

商品及び製品 237,512 241,313

原材料及び貯蔵品 58,333 43,496

その他 531,280 574,562

貸倒引当金 △2,018 △2,446

流動資産合計 4,017,761 4,243,758

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,530,453 5,430,848

土地 761,962 728,824

リース資産 1,539,564 1,953,022

その他 1,004,780 1,013,470

減価償却累計額 △5,072,419 △5,034,726

有形固定資産合計 3,764,341 4,091,439

無形固定資産 171,667 186,256

投資その他の資産

差入保証金 2,263,874 2,274,270

投資不動産 1,027,316 1,230,661

減価償却累計額 △432,150 △602,894

その他 258,829 235,220

貸倒引当金 △4,353 △4,373

投資その他の資産合計 3,113,517 3,132,884

固定資産合計 7,049,526 7,410,580

資産合計 11,067,288 11,654,338
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 922,434 808,019

短期借入金 1,251,910 1,279,688

未払法人税等 93,000 63,000

賞与引当金 175,000 163,000

資産除去債務 1,500 17,000

その他 1,388,177 1,510,224

流動負債合計 3,832,021 3,840,932

固定負債

長期借入金 2,103,641 2,317,211

リース債務 1,141,389 1,385,865

資産除去債務 315,252 318,678

その他 555,559 503,118

固定負債合計 4,115,842 4,524,873

負債合計 7,947,863 8,365,805

純資産の部

株主資本

資本金 1,151,528 1,151,528

資本剰余金 1,344,671 1,344,671

利益剰余金 857,556 1,041,862

自己株式 △70,332 △70,510

株主資本合計 3,283,424 3,467,551

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,178 884

為替換算調整勘定 △165,178 △179,902

その他の包括利益累計額合計 △163,999 △179,018

純資産合計 3,119,424 3,288,533

負債純資産合計 11,067,288 11,654,338
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 11,681,402 12,370,012

売上原価 4,793,596 5,157,165

売上総利益 6,887,805 7,212,847

販売費及び一般管理費

給料及び手当 3,292,087 3,401,073

賞与引当金繰入額 138,828 154,859

その他 3,339,388 3,356,069

販売費及び一般管理費合計 6,770,303 6,912,002

営業利益 117,502 300,844

営業外収益

受取利息及び配当金 399 451

仕入割引 53,719 －

受取賃貸料 27,850 29,839

その他 30,397 21,541

営業外収益合計 112,366 51,831

営業外費用

支払利息 42,538 48,519

為替差損 41,143 28,376

その他 16,185 16,140

営業外費用合計 99,867 93,036

経常利益 130,001 259,639

特別利益

賃貸借契約解約損戻入益 73,460 －

特別利益合計 73,460 －

特別損失

固定資産除却損 1,869 1,859

投資有価証券評価損 3,648 －

減損損失 20,654 －

賃貸借契約解約損 3,779 20,912

特別損失合計 29,952 22,772

税金等調整前四半期純利益 173,509 236,867

法人税、住民税及び事業税 30,911 51,801

法人税等調整額 △14,060 △12,485

法人税等合計 16,851 39,316

少数株主損益調整前四半期純利益 156,658 197,551

四半期純利益 156,658 197,551

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

12/19



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 156,658 197,551

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,941 △294

為替換算調整勘定 △20,108 △14,723

その他の包括利益合計 △18,166 △15,018

四半期包括利益 138,492 182,532

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 138,492 182,532

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 173,509 236,867

減価償却費 320,044 349,613

減損損失 20,654 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36,486 448

賞与引当金の増減額（△は減少） 73,000 △12,000

受取利息及び受取配当金 △399 △451

支払利息 42,538 48,519

賃貸借契約解約損戻入益 △73,460 －

固定資産除売却損益（△は益） 1,869 1,859

賃貸借契約解約損 3,779 20,912

売上債権の増減額（△は増加） △3,581 △13,312

たな卸資産の増減額（△は増加） △44,978 10,247

仕入債務の増減額（△は減少） 131,626 △110,640

その他 38,648 42,188

小計 646,764 574,253

利息及び配当金の受取額 414 447

利息の支払額 △43,890 △49,215

法人税等の支払額 △26,691 △81,074

営業活動によるキャッシュ・フロー 576,597 444,411

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △379,144 △247,173

無形固定資産の取得による支出 △6,463 △1,428

差入保証金の差入による支出 △104,528 △148,488

差入保証金の回収による収入 223,142 91,188

その他 △21,194 △27,167

投資活動によるキャッシュ・フロー △288,187 △333,069

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △300,000 －

長期借入れによる収入 1,600,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △741,336 △758,652

リース債務の返済による支出 △105,376 △149,131

配当金の支払額 － △13,245

その他 △90 △177

財務活動によるキャッシュ・フロー 453,196 78,793

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,959 △9,007

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 729,645 181,127

現金及び現金同等物の期首残高 2,107,039 3,050,063

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,836,684 3,231,190
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び在外連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）及び投資不動産の減価償却方法は定率法（ただ

し、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに在外連結子会社の建物については定額法）を

採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、直近３連結会計年度における多数の不採算店舗の退店、既存店の業態転換を含めた改装等の実施及び

新規出店を実施したことを機に、有形固定資産等の使用状況を検証した結果、店舗運営コストと売上の対応の観点か

ら、設備投資のコストを毎期平均的に負担させることが会社の経済的実態を合理的に反映させることができると判

断し、定額法に変更するものであります。

この変更による、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微

であります。 

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 2,836,684千円 3,231,190千円

現金及び現金同等物 2,836,684 3,231,190

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額　

(決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 13,245 1.5平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,132,870548,53111,681,402 － 11,681,402
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 27,475 27,475△27,475 －

計 11,132,870576,00611,708,877△27,47511,681,402

セグメント利益 37,645 125,834 163,479△45,977 117,502

（注）１．セグメント利益の調整額△45,977千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

レストラン フランチャイズ 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,812,786557,22512,370,012 － 12,370,012
セグメント間の内部売上
高または振替高

－ 29,171 29,171△29,171 －

計 11,812,786586,39712,399,183△29,17112,370,012

セグメント利益 227,825 164,690 392,515△91,670 300,844

（注）１．セグメント利益の調整額△91,670千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

減価償却方法の変更に記載のとおり、有形固定資産（リース資産を除く）及び投資不動産の減価償却方法は定

率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに在外連結子会社の建物について

は定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。この変更による、

当第２四半期連結累計期間のレストラン事業及び調整額のセグメント利益への影響は軽微であります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17円74銭 22円37銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 156,658 197,551

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 156,658 197,551

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,830 8,830

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

元気寿司株式会社(E03176)

四半期報告書

17/19



第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

元気寿司株式会社

取締役会　御中

桜橋監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　健一　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富田　鉄平　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元気寿司株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、元気寿司株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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